
令
和
八
年
四
月
十
五
日
初
校

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

７ ６仙台市政だより　令和８年（2026年） ５月号

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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被
災
者
に
寄
り
添
う
取
材
を
貫
い

て
き
た
河
北
新
報
社
が
、
発
生
10
年

の
節
目
の
年
に
総
力
取
材
し
た
内
容

が
一
冊
の
本
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

震
災
を
網
羅
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
一

般
の
人
や
、
次
の
災
害
に
備
え
る
行

政
職
員
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
ら
に
と

っ
て
多
く
の
学
び
が
得
ら
れ
る
は
ず

で
す
。

　
家
族
を
失
っ
た
被
災
者
や
県
災
害

対
策
本
部
で
指
揮
を
執
っ
た
村
井
嘉

浩
知
事
、
震
災
伝
承
、
高
台
移
転
な

ど
、
多
角
的
視
点
か
ら
震
災
と
復
興

を
捉
え
て
い
ま
す
。
南
三
陸
町
防
災

対
策
庁
舎
の
被
災
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
、

圧
巻
の
読
み
応
え
で
し
た
。

　
災
害
列
島
と
も
呼
ば
れ
る
日
本
は
、

ま
た
必
ず
大
震
災
が
起
き
ま
す
。
大

震
災
の
反
省
と
教
訓
を
次
に
生
か
す

た
め
、
地
元
紙
記
者
た
ち
が
足
で
集

め
た
情
報
の
結
晶
で
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
米
国
と
イ
ス

ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
攻
撃
の
影
響
で
、

原
油
価
格
が
高
騰
し
、
世
界
各
国
で

原
発
回
帰
の
流
れ
が
強
ま
っ
て
い
ま

す
。
事
故
を
経
験
し
た
私
た
ち
が
原

発
を
利
用
す
る
上
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
仙
台
、
宮
城
、
東

北
の
視
点
か
ら
捉
え
た
一
冊
で
す
。

　
事
故
の
原
因
は
津
波
で
す
。
し
か

し
、
事
故
を
防
げ
な
か
っ
た
理
由
は
、

私
た
ち
の
「
内
側
」
に
も
あ
り
ま
す
。

対
話
や
議
論
を
避
け
、
雰
囲
気
に
流

さ
れ
続
け
、
安
全
対
策
が
置
き
去
り

に
さ
れ
た
上
で
の
「
人
災
」
で
し
た
。

　
原
発
利
用
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は

賛
成
と
反
対
の
二
元
論
に
陥
る
こ
と

な
く
、
止
揚
、
納
得
、
覚
悟
を
持
っ

て
判
断
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
分
事
と
し
て
考
え
る
上
で

示
唆
に
富
ん
だ
本
で
す
。

「
原
発
漂
流　

福
島
第
１
事
故
10
年
」

河北新報社編集局／
編
河北新報出版センタ
ー／刊

「
復
興
を
生
き
る　

東
日
本
大
震
災

被
災
地
か
ら
の
声
」

河北新報社編集局／
編
岩波書店／刊

15
年
の
節
目
に
あ
ら
た
め
て
考
え
る

勅て

使し

河が
わ
ら原　

奨し
ょ
う

治じ

　

河
北
新
報
社　

記
者

▲パネリストたちが「連携による泉中
央エリアのまちづくり」をテーマに話
し合いました

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

仙台市の人口（対前月増減数） 現在、国勢調査集計作業中のため、掲載をお休みします。

仙台市政だより　令和８年（2026年） ５月号

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

り
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
来
場

者
か
ら
も
、
ま

ち
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有

す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て

意
見
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
会

市政
トピックス

連
携
で
広
が
る
泉
中
央

の
未
来
―
ま
ち
づ
く
り

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催

　
泉
区
役
所
の
建
て
替
え
を
契
機
に
進

め
て
い
る
泉
中
央
エ
リ
ア
の
活
性
化
の

一
環
と
し
て
、
3
月
20
日
、
や
ま
い
ち

サ
ス
テ
ナ
パ
ー
ク
七
北
田
公
園
都
市
緑

化
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
泉
中
央
エ
リ
ア

ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
3
回
目
と
な
る
今
回
は
、
昨
年
7
月

に
エ
リ
ア
で
活
動
す
る
団
体
を
中
心
に

設
立
さ
れ
た
「
泉
中
央
活
性
化
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｉ
Ｋ
Ｎ
）」
の
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実

施
。
泉
区
役
所
、
泉
中
央
駅
前
、
や
ま

い
ち
サ
ス
テ
ナ
パ
ー
ク
七
北
田
公
園
を

は
じ
め
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど

の
各
拠
点
が
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
や
、
Ｉ
Ｋ
Ｎ
の
ロ
ゴ
作
成
に
よ
る
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強
化
な
ど
、
エ
リ
ア

内
の
回
遊
や
滞
在
を
促
す
仕
掛
け
づ
く

　
３
月
14
日
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
と

仙
臺
緑
彩
館
を
会
場
に
「
仙
台
防
災
未

来
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
６
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年

つ
な
ぐ
想お
も
い
、
つ
む
ぐ
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
団
体
や
大
学
、
企
業
な
ど

過
去
最
多
と
な
る
延
べ
１
７
６
団
体
が

参
加
。
防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
を
発

信
す
る
ブ
ー
ス
・
ポ
ス
タ
ー
展
示
の
ほ

か
、
発
表
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
災
害

時
に
活
躍
す
る
車
両
展
示
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
や
防
災
に
つ
い
て
、
お
笑

い
コ
ン
ビ
・
お
か
ず
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に

考
え
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ

市政
トピックス

防
災
・
減
災
の
未
来
を

考
え
る
―
仙
台
防
災
未

来
フ
ォ
ー
ラ
ム

長
の
３
人
が
「
災
害
の
先
に
あ
る
文
化

と
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
鼎て
い
談だ

ん
を
実
施
。

仙
台
と
世
界
を
結
び
付
け
る
と
い
っ
た
、

被
災
地
に
人
を
呼
び
込
む
観
光
の
視
点

や
、
歴
史
や
文
化
、
防
災
の
取
り
組
み

を
一
つ
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
つ
な
げ

て
発
信
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
な
ど

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
平
川
氏
に
よ
る
「
慶

長
奥
州
津
波
か
ら
の
復
興
と
遣
欧
使

節
」
と
題
し
た
講
演
の
ほ
か
、
歌
手
・

俳
優
の
さ
と
う
宗
幸
氏
、
俳
優
・
タ
レ

ン
ト
の
村
井
美
樹
氏
、
平
川
氏
、「
伊

達
政
宗
・
仙
台
藩
の
大
河
ド
ラ
マ
を
誘

致
す
る
市
民
の
会
」
会
長
の
渡
邉
博
之

氏
に
よ
る
「
伊
達
政
宗
公
を
再
び
大
河

へ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
政
宗

公
の
魅
力
や
、
昭
和
62
年
に
大
河
ド
ラ

マ
「
独
眼
竜
政
宗
」
が
放
映
さ
れ
た
際

の
仙
台
の
盛
り
上
が
り
、
大
河
ド
ラ
マ

の
誘
致
が
決
定
し
た
ら
ど
ん
な
政
宗
公

を
見
た
い
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
題

に
及
び
、
大
河
ド
ラ
マ
実
現
へ
の
期
待

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▲シンポジウムには県内外か
ら586人の方が来場し、登壇
者の話に耳を傾けていました

　
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
観
光
Ｍマ

イ

ス

Ｉ
Ｃ
Ｅ

都
市
を
目
指
す
本
市
の
進
む
べ
き
方
向

性
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
伊
達

政
宗
公
の
新
た
な
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現

を
目
指
し
て
、
３
月
15
日
、
仙
台
国
際

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
仙
台
歴
史
文
化

観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
震
災
か
ら
15
年

政
宗
公
に
学
ぶ
仙
台
の
未
来
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア

テ
ー
ク
館
長
の
ロ
バ
ー
ト 

キ
ャ
ン
ベ

ル
氏
と
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
（
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
）
館
長
で
東

北
大
学
名
誉
教
授
の
平
川
新
氏
、
郡
市

市政
トピックス

文
化
と
観
光
・
政
宗
公

を
語
る
―
仙
台
歴
史
文

化
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市政
トピックス

遊
び
の
環
境
充
実
に
向
け
て
―「（
仮
称
）

西
公
園
屋
内
遊
び
場
基
本
計
画
」
策
定

　
市
で
は
、
こ
ど
も
の
遊
び
の
環
境
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
西
公
園
へ
の
屋
内

遊
び
場
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
保
護
者
や
こ
ど
も
向
け
の
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仙
台
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
な
ど
各
種
審
議
会
で
の
協
議
な
ど

を
踏
ま
え
、
３
月
に
「（
仮
称
）
西
公

園
屋
内
遊
び
場
基
本
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
計
画
で
は
「
広
が
る
遊
び
と
、
か
が

や
く
こ
ど
も
の
未
来
―
笑
顔
あ
ふ
れ
る

杜
の
都
の
遊
び
場
」
を
基
本
理
念
に
設

定
。
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
機
能
、
整

備
手
法
な
ど
、
施
設
整
備
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項
を
総
合
的
に
定
め
、
広
々

と
し
た
平
面
空
間
で
思
い
切
り
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
る
「
屋
内
ひ
ろ
ば
ゾ

ー
ン
」
や
、
立
体
的
な
空
間
で
全
身
を

使
っ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
が
で
き

る
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
」
な
ど
、

伸
び
伸
び
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
さ
ま

ざ
ま
な
ゾ
ー
ン
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

と
と
も
に
、
多
様
な
遊
び
や
体
験
機
会

を
創
出
す
る
こ
と
で
、
こ
ど
も
た
ち
を

中
心
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
遊
び
場
と
な

る
よ
う
、
着
実
に
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

▲外観のイメージ

▲内観２階のイメージ

れ
、
来
場
者
は
楽
し
み
な
が
ら
防
災
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
15
年
間
の
活
動

や
記
録
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
防
災
や
環
境
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。▲仙臺緑彩館では、震災から15

年の歩みを振り返るパネル展示な
どが行われました

場
全
体
で
泉
中
央
の
未
来
を
考
え
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
引
き
続
き
、
泉
中
央
活
性
化

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携
し
、
泉
中
央
エ

リ
ア
の
回
遊
性
向
上
と
魅
力
創
出
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。▲令和６年に本市で開催した東北絆ま

つりの様子

市政
トピックス

東
北
の
明
る
い
未
来
へ

―
盛
岡
で
東
北
絆
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
の

鎮
魂
と
復
興
を
願
う
「
東と
う
北ほ

く
六ろ

っ
魂こ

ん
祭さ

い
」

の
後
継
イ
ベ
ン
ト
「
東
北
絆
ま
つ
り
」。

東
北
の
県
庁
所
在
地
６
市
が
持
ち
回
り

で
開
催
を
続
け
て
お
り
、
令
和
６
年
か

ら
は
２
巡
目
に
入
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
に
出
演

し
、
世
界
中
か
ら
の
支
援
に
対
す
る
感

謝
や
、
復
興
を
進
め
未
来
へ
前
進
す
る

東
北
の
姿
を
発
信
。
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
開
催
地
を
東
北
に
戻
し
、

５
月
23
日
・
24
日
に
、
岩
手
県
盛
岡
市

で
開
催
し
ま
す
。

東
北
６
市
の
祭

り
が
集
結
し
、

本
市
か
ら
は
仙

台
七
夕
ま
つ
り

と
仙
台
す
ず
め

踊
り
が
出
演
。

活
気
あ
ふ
れ
る

東
北
の
姿
を
お

届
け
し
ま
す
。

ダイナミック
ゾーン 屋内ひろば

ゾーン

乳幼児
ゾーン


